
 
 

天候・災害等による列車運休・遅延時の対応について 

 
 

１ 列車の運行が 5 限の授業に間に合わない場合は、学校に登校せず、自宅で
当日の授業科目を中心に自習する。（1 日公欠となる） 

 
２ １～４限の間に学校へ到着できることが見込める場合は、駅または自宅で

待機し、列車または代行バスが動きしだい乗車して学校に登校する。 
 
 ※列車の運行状況を知る方法 
  ・有人駅の場合は、駅員に確認する。 
  ・無人駅の場合は、どこトレ（JR 東日本提供列車運行情報サービス）で 

確認する。 
 
３ バスの場合も上記１，２に準ずる。 
 
４ 自宅から駅やバス停までの移動が困難で、そこまで行けないような場合は

学校へ連絡する。この場合も上記１と同じ対応とする。 
 
５ 判断が難しい場合は、学校ホームページで特別な指示の有無を確認する。 

それでもなお判断できない状況については学校に問い合わせる。 


